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日本におけるZEB動向

最終エネルギー消費と実質GDPの推移
業務部門のエネルギー消費とは︓
事務所ビル、ホテル・旅館、卸・小売業、病院、学校などにおいて空調、照明
コンセント、エレベーター、給湯などに使われるエネルギー

「平成26年度エネルギーに関する年次報告」（エネルギー白書2015）より



ZEBを実現するための日本の活動の経緯
空気調和・衛生工学会 経産省/国交省/環境省

2008 G8 北海道洞爺湖サミット
Report to the G8 
Summit 
by IEA

2009 G8ラクイラサミット
（イタリア）
Recommendations to 
Japan by IEA

ＺＥＢの実現と展開に関する
研究会（経産省）

2010 中央環境審議会 地球環境部
会中長期ロードマップ小委員
会（環境省）

2012 空気調和･衛生工学会
21 世紀ビジョン

低炭素社会に向けた住まいと
住まい方推進会議
（経産省、国交省、環境省）

2013 ZEB定義検討小委員会
2014 エネルギー基

本計画
2015 ZEB実現可能性検討小委

員会
ＺＥＢロードマップ検討委員
会（経産省）

建築物省エネ
ルギー法

2016 ZEBロードマップフォロー
アップ委員会（経産省）

2017 ＺＥＢ計画指針検討小委
員会

ZEBに至る様々な省エネ技術
とその省エネ量

提言

 省エネ基準の引き上
げ

 税制上のインセン
ティブや予算上の支
援の抜本的強化

 省エネラベリング制
度の整備

「2030年までに新築建築物全体での実現」
一歩踏み込んだ、より野心的なビジョン

ＺＥＢの実現と展開に関する研究会
経産省 2009年

中長期の温室効果ガス削減目標を実現するための対
策・施策の具体的な姿（中長期ロードマップ）（中間
整理） 環境省 2010年

低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進会議
（経産省、国交省、環境省 2012年）

経済産業省 国土交通省 環境省 「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進
方策について 中間とりまとめ 平成２４年７月 より



空気調和・衛生工学会 21世紀ビジョン
～2030年を見据えた３つの提言と学会の役割～ （2012年3月）

• 省エネルギー、ZEB（Net Zero Energy Building）、BCP（Business 
Continuity Plan）に関する知見の集計や応用の公開による社会貢献

• 国内外の学協会との連携を通じて、大震災の経験を国際的に生かす活
動

ZEBへのロードマップ エネル
ギー基本計画 2014年４月１１日閣議決定

 政府においては、公共建築物のほか、住宅やオフィスビル、病院などの建築物
において、高断熱・高気密化や高効率空調機、全熱交換器、人感センサー付Ｌ
ＥＤ照明等の省エネルギー技術の導入により、ネット・ゼロ・エネルギーの実
現を目指す取組を、これまでに全国で約４０００件支援してきているところで
ある。

 今後は、このような取組等を通じて、建築物については、２０２０
年までに新築公共建築物等で、２０３０年までに新築建築物の平均
でＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）を実現することを目
指す。また、住宅については、２０２０年までに標準的な新築住宅で、２０３
０年までに新築住宅の平均でＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の
実現を目指す。

 さらに、こうした環境整備を進めつつ、規制の必要性や程度、バランス等を十
分に勘案しながら、２０２０年までに新築住宅・建築物について段階的に省エ
ネルギー基準の適合を義務化する。

 加えて、生活の質を向上させつつ省エネルギーを一層推進するライフスタイル
の普及を進める。

ZEBを実現するための日本の活動の経緯
空気調和・衛生工学会 経産省/国交省/環境省

2008 G8 北海道洞爺湖サミット
Report to the G8 
Summit 
by IEA

2009 G8ラクイラサミット
（イタリア）
Recommendations to 
Japan by IEA

ＺＥＢの実現と展開に関する
研究会（経産省）

2010 中央環境審議会 地球環境部
会中長期ロードマップ小委員
会（環境省）

2012 空気調和･衛生工学会
21 世紀ビジョン

低炭素社会に向けた住まいと
住まい方推進会議
（経産省、国交省、環境省）

2013 ZEB定義検討小委員会
2014 エネルギー基

本計画
2015 ZEB実現可能性検討小委

員会
ＺＥＢロードマップ検討委員
会（経産省）

建築物省エネ
ルギー法

2016 ZEBロードマップフォロー
アップ委員会（経産省）

2017 ＺＥＢ計画指針検討小委
員会

ZEBの定義（日本）

建物における一次エネルギー消費量を、建築
物・設備の省エネ性能の向上、エネルギーの
面的利用、オンサイトでの再生可能エネル
ギーの活用等により削減し、年間で一次エネ
ルギー消費量が正味（ネット）でセロ又は概
ねゼロとなる建築物

出典︓ZEBの実現と展開について（2009）



ZEB定義の論点
 評価の境界条件

 物理的境界（建築・敷地境界など）
 評価するエネルギー（コージェネ、敷地外の再生可能エネルギーの扱いなど）

 エネルギー換算係数
 係数の種別（一次エネルギー、CO2、コスト）
 受入れ・持出しエネルギーの適用係数
 換算係数の経時変動考慮の扱い

 ネットゼロの条件
 ネットゼロとする期間（年間、期間、ライフサイクルなど）
 気象条件、建物用途・規模・ユーザー行動などの扱い
 拘束条件（エネルギー効率、エネルギー供給などの規定）

 非定常な特性
 物理的境界内部でのエネルギー需給バランス
 物理的境界とグリッド（系統電力）間の需給バランス

 測定と検証方法
IEA、ANNEX40専門家会議資料をもとに作成

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・
ビル）の定義と評価方法

■定性的定義
室内及び室外の環境品質を低
下させることなく、負荷抑制、
自然エネルギー利用、設備シ
ステムの高効率化等により、
大幅な省エネルギーを実現し
たうえで、再生可能エネル
ギーを導入し、その結果、運
用時におけるエネルギー（あ
るいはそれに係数を乗じた指
標）の需要と供給の年間積算
収支(消費と生成、又は外部と
の収支)が概ねゼロもしくはプ
ラス(供給量＞需要量)となる
建築物。

空気調和・衛生工学会 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の定義と評価方法

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・
ビル）の定義と評価方法

■定量的定義
設定した境界における需要と供給の収支に
より、（１）または（２）式で定義する。
（１）は生成／消費の収支、（２）は配送
／逆送の収支を表現している。

Ｇ＞≒Ｃ ・・・・・・・（１）
Ｅ＞≒Ｄ ・・・・・・・（２）

Ｇ︓生成エネルギー
Ｅ︓逆送(外部へ供給した)エネルギー
Ｃ︓消費エネルギー
Ｄ︓配送(外部から供給された)エネルギー

空気調和・衛生工学会 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の定義と評価方法 空気調和・衛生工学会 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の定義と評価方法

レファレンスビルの年間一次エ
ネルギー消費量で無次元化した
基準化供給量Ｇ*および基準化
需要量Ｃ*の収支から、以下の
ように、段階的に評価、ラベリ
ングを行う。

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・
ビル）の定義と評価方法



ZEBの定義・評価方法

平成28年2月12日 経済産業省資源エネルギー庁
省エネルギー対策課ＺＥＢロードマップ検討委員会におけるＺＥＢの定義・今後の施策など

ZEBの定義・評価方法

平成28年2月12日 経済産業省資源エネルギー庁
省エネルギー対策課ＺＥＢロードマップ検討委員会におけるＺＥＢの定義・今後の施策など

経済産業省 資源エネルギー庁 ＺＥＢロードマップ検討委員会とりまとめ 平成２７年１２月 より

ＺＥＢ実現・普及に向けたロードマップ
（ＺＥＢロードマップ検討委員会 経産省
2015年）

ZEBパンフレット／ZEB設計ガイドライン

一般社団法人環境共創イニシアチブのHPから、無料で入手可能

https://sii.or.jp/zeb28/file/guideline_pamphlet.pdf



目次 （中規模事務所）

1. はじめに
2. ZEBの実現に向けた設計プロセスと
要素技術

3. 建築省エネルギー技術（パッシブ技
術）

4. 設備省エネルギー技術（アクティブ技
術）

5. 再生可能エネルギー技術（アクティブ
技術）

6. 運用時時の省エネルギー技術（マネ
ジメント）

7. 事例集

https://sii.or.jp/zeb/zeb_guideline.html

ZEB設計ガイドライン ZEB実現の可能性
ZEB 実証事業調査研究発表会2016 主
催︓経済産業省資源エネルギー庁／執行
団体一般社団法人環境共創イニシアチ
ブ
http://sii.or.jp/zeb28/conference.html

ZEB実現の可能性
ZEB 実証事業調査研究発表会2016 主
催︓経済産業省資源エネルギー庁／執行
団体一般社団法人環境共創イニシアチ
ブ
http://sii.or.jp/zeb28/conference.html

ZEB化と設計ポイント



ZEB化にともなう熱負荷への影響

顕熱負荷の減少

部分負荷増大

外気負荷の比率増大

顕熱比の低下

ZEB化と空調熱負荷
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ZEB化と空調熱負荷

 5-stories Office building in Tokyo, Japan

 Building Structure : Reinforce Concrete

 Typical Floor Area : 2,144 m2

 Building Configurations
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ITEMS CONFIGURE
Exterior Walls U value 0.4 W/m2K

Window Shading Coeff. 0.24 
U value 1.6 W/m2K

Artificial Lighting
2 W/m2 500lx 
(LED+Lighting control+Blind
control)

Natural Ventilation Available

Room Temp. and 
Humidity

23-28℃, 60%rh at cooling
19-26℃, 60%rh at heating

Total air-to-air 
heat exchanger Available

Fresh air rate Variable control available

ZEB化と空調熱負荷
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ZEB化と空調熱負荷

 冷房平均負荷率は、それぞれ 51%, 49%, 45%となった。
 暖房平均負荷率は、それぞれ 44%, 34%, 28%となった。
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■General Build.    ■Energy-efficient Build.   ■Next-generation energy-efficient Build.
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ZEB化と空調熱負荷

 パッシブ手法の採用により、年間積算暖房負荷は約50%削減
 顕熱負荷の低減はあったが、潜熱負荷は変わらず
 潜熱負荷のほとんどは外気負荷由来

24%                                    54%

60%                                      54%

ZEB化と設計のポイント
 顕熱負荷減少

 装置容量の適正化
 熱搬送エネルギーや待機電力に配慮

 部分負荷増大
 高効率熱源機器の採用
 蓄熱技術を用いた負荷平準化
 再生可能エネルギーの活用

 外気負荷の比率増大
 外気負荷抑制

 顕熱比の低下
 潜熱処理の合理化・省エネ化

ZEBの先進事例



14のZEB先進事例について、わかりやすく解説（和文・英文併記）

創立100周年記念

事例集の構成
34

ZEBのベスト・プラクティス調査 ZEBへのアプローチ
・パッシブとアクティブ手法による徹底的な省エネルギー
・創エネルギー、蓄エネルギーによるゼロエネルギー化
・的確なエネルギーマネージメントによるゼロエネルギー化実現性の担保

出典：学校ゼロエネルギー化推進方策検討委員会報告書



ZEBへのアプローチ
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出典：学校ゼロエネルギー化推進方策検討委員会報告書

ZEBのベスト・プラクティス調査
38

ZEBのベスト・プラクティス調査 ZEBのベスト・プラクティス調査



ZEB化技術（省エネ・創エネ技術）
No.1 2 3 4 5 6 7
木質バイオマス
（木質チップ）
地下水熱直接利
用
デシカント空調
放射空調
ボイド（自然換
気、自然採光）
ルーバー

ハイブリッド外
装システム
デシカント空調
放射空調
マイクログリッ
ド
エリアエネル
ギーマネジメン
ト

建物単体ZEB
ファサードデザ
イン
採光装置
人検知センサ
燃料電池
躯体放射冷暖房
パーソナル空調
太陽電池外壁ユ
ニット

ビル用マルチの
高度利用
外気処理ユニッ
トの省エネル
ギー制御
屋上緑化
アウトフレーム
による日射遮へ
い
人感センサ制御

地中熱直接利用
デシカント空調
放射空調
自然換気
自然採光
ダブルスキン
ウェルネス制御

太陽光発電
自然換気／昼光
利用
放射と自然対流
のパーソナルパ
ネルによる潜熱
顕熱分離空調
タスク＆アンビ
エント空調／照
明
ICタグによる空
調照明コント
ロール
地中熱利用

可動ルーバーを
利用したダブル
スキン構造
地中熱・地下水
利用
放射パネル冷暖
房
デシカント除湿
システム
太陽光発電パネ
ル
自然光活用LEDシ
ステム
統合マネジメン
トシステム

No.8 9 10 11 12 13 14
ヒートポンプ・
デシカント
高効率マルチ
パッケージエア
コン
自然換気・自然
採光
太陽熱・地中熱
利用
太陽光発電
ボイド（自然換
気・自然採光）
ルーバー・ライ
トシェルフ

空調負荷知恵源
を考慮した外皮
計画
個別空調最適制
御
連続デマンド制
御
太陽光追尾式ブ
ラインド制御
エネルギーマネ
ジメントシステ
ム

太陽熱利用空調
コージェネレー
ション
デシカント空調
ルーバー
エコシャフト
（自然換気・自
然採光）
厨房置換換気シ
ステム

太陽熱利用
地下水熱直接利
用
自然換気
潜熱顕熱分離空
調システム
天井放射パネル
デシカントコイ
ル除湿システム

地中採熱
直流給電システ
ム
タスク＆アンビ
エント照明・空
調
設備一体型シス
テム「シーリン
グフリー」
快適室内環境

省エネポンプ制
御
室温変動制御
放射空調
太陽光発電
LEDタスクアンビ
エント照明
超高性能縦型
ルーバー

再生可能エネル
ギー
快適性と省エネ
の両立
潜熱顕熱分離空
調
ハイブリッド熱
源システム
洪別制御

ご清聴ありがとうございま
した

名古屋市立大学


